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＜幼保連携型認定こども園しゃろーむ 教育保育目標＞ 
１、ありがとうといえるこども 
２、かんがえるこども 
３、あそびをみつけるこども 

    

     

  

 

   

 

 

 

 

 

    

                  

   

  

  

  

  

 

 

  
日 曜日 ３月の行事・予定 職員研修等 

1 日   

2 月   

3 火 お楽しみ会  

4 水 鷹小６年生感謝訪問交流 
障がい児(者)福祉計画策定委員会 

コムコムにぎわいづくり委員会 

5 木 新入園児健康診断・個人面接 認保小架け橋レインボー会議 

6 金   

7 土 
家庭教育講座 
保護者会総会 

 

8 日  鷹巣中学校卒業式 

9 月   

10 火  
比内支援学校たかのす校卒業式 

地域生活支援拠点事業会議 

11 水  北秋田市障がい児・者総合支援協議会 

12 木 ５歳児お別れ会 地域福祉計画・福祉活動計画策定委員会 

13 金  鷹小、清鷹小、鷹東小、綴小卒業式 

14 土 保護者会活動・ご苦労様会  

15 日   

16 月  秋田県経営協児童保育委員会 

17 火   

18 水  障害者雇用について考える会 

19 木  もろびこども園入学・進級を祝う会 

20 金 春分の日  

21 土 卒園式  

22 日   

23 月 
終業の日（1号認定）月礼拝 
５歳児特別授業(間嶋教員) 

チーフリーダー会 

24 火   第４回法人理事会 

25 水  第3回北秋田市子ども子育て会議 

26 木   

27 金  職員会 

28 土   

29 日   

30 月   

31 火 修了の日  

―お知らせとお願い―  
○3/21(土)はさくら組の卒園式です。 
服装は、昨年度の卒園記念写真を後日、玄関に掲示 
します。参考になさってください。 
ひまわり組が園児代表で出席します。 
ひまわり組の登園は 8：40～8：50 降園時間は 11：00 です。 
つくし・たんぽぽ・ちゅうりっぷ・すみれ組は家庭保育の 
ご協力をお願いいたします。 

 
○すみれ・ひまわり組の１号認定で、3/23(月)～3/31(火)終業の日までの
間、一時預かり保育を希望されるご家庭、また、さくら組で 3/23(月)～
3/31(火)まで保育を希望するご家庭の方は、給食数の把握のため配布した
用紙にてお申込みください。 

 
○4/1(水)から新年度保育開始となるため、3/26(木)～
3/31(火)の間で個人の洋服引き出しや下足棚の場所移動等
の新年度準備を始めさせていただきます。登降園時にご不
便をおかけすることになりますが、ご了承ください。 

３がつうまれのおともだち 

おたんじょうびおめでとう 

 

４さいになります 

５さいになります 

６さいになります 〇〇〇〇〇さん（１３日） 

 

 

 

○○○○○さん（ １日） 

○○○○○さん（ ７日） 

○○○○さん （１５日） 

○○○○○さん（２２日） 

○○○○さん（２６日） 

○○○○さん    （ ８日） 

○○○○さん    （１０日）

○○○○○さん   （１９日） 

○○○○さん    （３１日） 

２０２６年３月２日 発行 
 
 
 
 
 

〒018-3316 北秋田市東横町１０－３４ 
☎６２－１２４９、６２－１０４９ 
http：//www.shalom-takanosu.net 

聖書の言葉 
～主が一歩一歩を備えてくださる。～ 

＝ 箴言１６章９節 ＝ 

＜０歳児＞ 月のねらい 
・安心できる環境の中で、保育者や他児との触れ合いを喜ぶ。 
 

＜１歳児＞ 月のねらい 
・散歩や園庭遊びを通して、春の訪れを感じ、のびのびと遊ぶ。 

＜２歳児＞ 月のねらい  
・保育者や友だちと一緒に大きくなったことを喜ぶ。 
 

＜３歳児＞ 月のねらい 
・遊びや活動を通して、年上の友だちへの憧れや、進級への期待感を持つ。 

＜４歳児＞ 月のねらい 
・友だちや保育者と思いを通わせながら、一緒に遊んだり、活動したりする
楽しさを味わう。 

＜５歳児＞ 月のねらい 
・卒園に向けた活動や行事に参加し、一つひとつの経験を大切にしながら、
友だちや保育者と過ごす時間を楽しむ。 

４月の予定 
 １日 (水) 新年度始業 
 ３日（金）入園式 
 ８日（水）給食検討会 
１０日（金）イースター礼拝 
２０日（月）チーフリーダー会 
２４日 (金) お楽しみ会／職員会 

○○○○〇さん（１７日） 

 

 

 

２さいになります 
ホームページ QR 

◆ 冬を越えて、春へ 
猛吹雪と大雪の日々が続いた長い冬も、 

ようやく終わりを告げ、少しずつ春の気配を 
感じられる季節となりました。 
雪に閉ざされた大地の下では、確かに春の準備が 
進んでいます。厳しい冬を乗り越えた今、子ども 
たちの姿と重なるように、新しい季節が訪れよう 
としています。 
 
◆ 多くの支えの中で 

０歳から５歳まで１１５名の子どもたちや保育園留学で来られたお友だ
ち、子育て支援センターを利用された親子の皆さん、畑の先生、ご近所の
皆さん、関係機関や小・中・高校生とのふれあいなど、本当に多くの方々に支え
られ、園の歩みを続けることができました。 
まさに「こどもまん中社会」がここにあり、子どもたちは、あたたかなまなざしと優

しい手に包まれながら育ってきました。 
 
◆ 卒園・進級おめでとう 

いよいよ３月、卒園と進級の時を迎えます。 
卒園する年長児の皆さん、ご卒園おめでとうございます。 
園で過ごした日々の思い出や遊び体験を力に、 
新しい世界へ羽ばたいていく姿を、私たちは誇 
りに思います。また、進級する子どもたちも、 
一つ大きくなることへの期待と少しの緊張を抱 
きながら、次のステージへ進もうとしています。 
一人ひとりの歩みを大切に見守っていきます。 
 
◆思い出 あんなこと こんなこと  
春：はじめての我が子を離す日 こども園 心痛む目に さくら・・🌸🌸 

夏：はじめての我が子を離す日アドベンチャーたった一日なのに 涙腺が 
秋：はじめての収穫 かぼちゃを持ってくる 日焼け姿に笑顔の家族 
冬：はじめての猛吹雪 不安は募る親心 子どもは風の子 なんのその 
 遊びは学び 学びは遊び やってみたいが 学びの芽 
保護者皆様のご理解あったからこそ のびのびと思いっきり楽しい保育・教育が

できました。今しかできない幼少期・主体性をもって遊べる子どもたちに拍手❣  

 

◆ 一年の締めくくりに 
雪深い冬を越え、春へと向かうこの季節のように、子どもたちも困難や

不安を乗り越えながら、たくましく成長してきました。この一年の歩みを
振り返りつつ、次の一年への希望を胸に、春を迎えたいと思います。 
本年度も、本当にありがとうございました。 
来年度も、どうぞよろしくお願いいたします。 

理事長 佐藤英樹 役員一同 
                    園 長 小塚光子 職員一同 
 
 

：あなたを守る防災知識： 

★地球温暖化の今、何があるかわかりません。 

大雪・猛暑・水害・土砂崩れ、地震等 いつ起きてもおかしくない日常です。 

★家族会議：防災・減災について 「備え」「情報」「家族の避難場所」確認を。 

★家族対話は、子ども自身の「自分の命は自分で守る」に繋がります。 防災士：小塚 

 

 

新入・進級当初は、自分のことで精いっぱいだっ
た子ども達。「貸して」「ダメよ」というやりとり
が聞こえていました。今では、「入れて」「いい
よ」と声をかけ合い、友だちと気持ちを通わせな
がら遊ぶ姿が増えています。この一年、さまざま
な遊びや経験を重ねる中で、自分の思いを言葉で
伝える力や、相手の気持ちに気づこうとする姿が
育ってきました。友だちと一緒に過ごすことの喜
びや楽しさを感じながら、心も身体も大きく成長
した子どもたちです。 
 

優しく手をつな
いで「一緒に行
こうね」(*^-^*) 

 

友だちと一緒って、楽しいね。 

３人仲良く日向ぼっこ
互いに背中に寄りかか
り支え合って座ってい
ます。まさに「おしり
あい」ですね(*^-^*) 
 

大きく息を吸いながら、
全身でお日様の光や空
気、匂い、音を感じ取っ
ています。五感が刺激さ
れ、脳の活性化にもなる
ようです。 


